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６月定例市議会
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◇
令
和
５
年
度
に
か
ほ
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
(
第
３
号
)

　

歳
入
歳
出
予
算
と
も
２
億
７
、
２

７
７
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
１
６
４
億
７
、
８
２
８
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
　

【
主
な
歳
出
】

・
集
会
施
設
整
備
費
補
助
金３

５
０
万
円

・
一
時
預
か
り
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　

１
２
０
万
円

・
企
業
的
農
業
法
人
へ
の
ジ
ャ
ン
プ

　

ア
ッ
プ
応
援
事
業
費
補
助
金

　
　
　

３
２
６
万
２
千
円

・
企
業
立
地
促
進
条
例
補
助
金 

　
　
　
　
　

１
、
９
１
８
万
５
千
円

・
夢
あ
る
畜
産
経
営
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

　

プ
支
援
事
業
費
補
助
金

　

８０
万
円

◇
令
和
５
年
度
に
か
ほ
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
(
第
４
号
)

　

歳
入
歳
出
予
算
と
も
１
、
４
９
２

万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
１

６
４
億
９
、
３
２
０
万
５
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
出
】

・
障
害
者
支
援
施
設
等
物
価
高
騰
対

　

策
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

２
１
４
万
８
千
円

・
介
護
保
険
施
設
等
物
価
高
騰
対
策

　

事
業
費
補
助
金

９
７
６
万
２
千
円

・
保
育
所
等
物
価
高
騰
対
策
事
業
費
補

　

助
金
　
　
　

　

２
９
２
万
１
千
円

◇
白
幡
森
周
辺
エ
リ
ア
基
本
構
想
策

　

定

　

若
者
支
援
住
宅
整
備
区
域
を
含
む

白
幡
森
周
辺
エ
リ
ア
の
土
地
利
用
に

係
る
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
に
お
い
て
、
産
・
学
・
官
・

民
の
代
表
者
に
よ
り
構
成
す
る
基
本

構
想
検
討
委
員
会
を
３
回
に
わ
た
り

開
催
し
、
い
た
だ
い
た
貴
重
な
意
見

を
反
映
し
な
が
ら
３
月
末
に
策
定
し

ま
し
た
。

　

若
年
層
の
定
着
化
や
地
元
回
帰
を

促
進
し
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

の
加
速
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
と
官
民
連
携
に
よ
る
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、

今
回
策
定
し
た
構
想
を
基
に
、
都
市

計
画
で
定
め
る
用
途
地
域
の
指
定
変

更
な
ど
を
進
め
、
持
ち
家
確
保
を
含

め
た
若
者
・
子
育
て
世
代
の
移
住
定

住
を
さ
ら
に
促
進
し
、
魅
力
あ
る
住

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

◇
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の

　

策
定

　

本
市
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し

て
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
効
果
的
に

発
信
し
、
認
知
度
の
向
上
と
移
住
定

住
・
人
口
の
拡
大
、
市
民
の
ま
ち
へ

の
愛
着
や
誇
り
を
醸
成
す
る
た
め
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
担
当
課
が

個
々
に
取
り
組
ん
で
き
た
観
光
振
興

や
移
住
定
住
支
援
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

子
育
て
支
援
、
企
業
誘
致
、
農
業
振

興
な
ど
の
施
策
の
Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ
い

て
、
横
断
的
に
取
り
組
む
た
め
の
推

進
チ
ー
ム
を
庁
内
に
設
置
す
る
ほ
か
、

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
幅
広
い
分
野

か
ら
構
成
す
る
協
議
会
を
設
置
す
る

な
ど
、
推
進
体
制
を
構
築
し
て
い
き

ま
す
。

　

市
内
外
の
方
々
に
分
か
り
易
い
コ

ン
テ
ン
ツ
の
充
実
と
情
報
発
信
を
図

り
な
が
ら
、
「
訪
れ
た
い
」
「
住
み

た
い
」
「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
わ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
軸
と
し
て
、

「
秋
田
と
い
え
ば
に
か
ほ
市
」
と
、

本
市
が
即
座
に
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る

よ
う
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

◇
地
域
脱
炭
素
実
現
に
向
け
た
計
画

　

づ
く
り
支
援
事
業
の
採
択

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
球
温
暖

化
防
止
実
行
計
画
を
作
成
し
、
省
エ

ネ
の
推
進
と
廃
棄
物
の
減
量
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
、
地
域

住
民
や
市
内
事
業
者
等
の
機
運
も
高

め
な
が
ら
、
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向

け
た
よ
り
具
体
的
な
取
組
み
を
進
め

る
た
め
、
環
境
省
の
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
で
あ
る
「
地
域
脱

炭
素
実
現
に
向
け
た
再
エ
ネ
の
最
大

限
導
入
の
た
め
の
計
画
づ
く
り
支
援

事
業
」
の
採
択
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
事
業
の
採
択
が
決
定
し
た

こ
と
か
ら
、
今
後
「
(
仮
称
)
脱
炭

素
化
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
よ

り
実
効
性
の
あ
る
計
画
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
事
業

　

今
年
３
月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て
い

た
特
例
臨
時
接
種
の
期
間
が
令
和
６

年
３
月
３１
日
ま
で
延
長
さ
れ
、
今
年

度
も
自
己
負
担
の
な
い
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
実
施
し
ま
す
。

　

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
追
加
接

種
可
能
な
す
べ
て
の
年
齢
の
方
を
対

象
に
秋
か
ら
冬
に
１
回
行
い
、
重
症

化
リ
ス
ク
が
高
い
方
に
は
春
か
ら
夏

に
前
倒
し
し
、
さ
ら
に
１
回
接
種
を

行
い
ま
す
。

　

春
開
始
接
種
は
、
初
回
接
種
を
終

了
し
た
６５
歳
以
上
の
方
、
６４
歳
以
下

の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
医
療
従

事
者
等
を
対
象
に
、
５
月
８
日
か
ら

８
月
３１
日
ま
で
実
施
し
、
５
月
１４
日

か
ら
高
齢
者
施
設
の
巡
回
接
種
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
２１
日
か
ら
は
総
合
福
祉
交
流

セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル
で
集
団
接
種
を

開
始
し
て
い
ま
す
が
、
６
月
３０
日
で

一
旦
終
了
し
、
７
月
と
８
月
に
つ
い

て
は
、
感
染
状
況
や
６
月
の
集
団
接

種
の
予
約
状
況
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
、
実
施
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き

ま
す
。

　

小
児
の
追
加
接
種
と
乳
幼
児
の
初

回
接
種
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
か
ら

引
き
続
き
由
利
本
荘
市
と
の
協
定
に

基
づ
き
、
由
利
本
荘
市
内
の
小
児
科

医
院
で
接
種
を
行
い
ま
す
。

◇
敬
老
式

　

今
年
度
の
敬
老
式
は
、
会
場
で
の

飲
食
を
せ
ず
に
行
う
予
定
で
あ
り
ま

し
た
が
、
今
般
の
状
況
を
鑑
み
、
例

年
通
り
飲
食
を
伴
う
形
式
で
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◇
象
潟
前
川
地
区
景
観
保
全
型
ほ
場

　

整
備
事
業

　

平
成
３０
年
度
に
地
元
農
家
の
方
々

か
ら
象
潟
前
川
地
区
の
ほ
場
整
備
事

業
の
要
望
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
県
と

市
が
各
種
調
査
や
計
画
策
定
等
に
取

り
組
み
、
昨
年
１１
月
、
国
へ
事
業
採

択
申
請
書
を
提
出
し
、
今
年
４
月
３

日
付
け
で
事
業
採
択
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

本
事
業
は
、
営
農
継
続
と
農
業
生

産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
天

然
記
念
物
「
象
潟
(
九
十
九
島
)
」

を
守
り
、
損
な
わ
れ
始
め
た
景
観
を

復
活
さ
せ
る
も
の
で
、
今
年
度
は
実

施
設
計
等
を
行
い
、
来
年
度
か
ら
工

事
に
着
手
し
、
令
和
１１
年
度
に
完
成

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
移
住
・
定
住
の
促
進
に
向
け
た
取

　

組
み

　

移
動
制
限
の
緩
和
に
伴
い
令
和
４

年
度
で
は
、
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
た

全
国
規
模
の
も
の
を
含
め
、
県
内
外

の
移
住
イ
ベ
ン
ト
に
計
１０
回
出
展
し

て
い
て
、
移
住
相
談
件
数
や
移
住
先

の
環
境
視
察
の
た
め
に
本
市
を
訪
れ

る
移
住
希
望
者
数
も
目
に
見
え
て
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
移
住
リ
エ
ゾ
ン
主

体
で
「
移
住
者
と
地
元
住
民
と
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
、
定
員
を

超
え
る
約
４０
人
の
参
加
が
あ
り
、
移

住
者
の
み
な
ら
ず
地
元
住
民
間
に
も

新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
移
住
促
進

に
は
「
移
住
リ
エ
ゾ
ン
」
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
５
月

に
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
１
人
が
新

た
な
「
移
住
リ
エ
ゾ
ン
」
と
し
て
加

わ
り
、
本
市
と
移
住
希
望
者
の
橋
渡

し
役
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や

自
身
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
な
が
ら
移

住
定
住
の
促
進
の
た
め
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
掲
載
物
件
の
Ｖ
Ｒ

内
見
を
開
始
し
て
い
て
、
遠
方
に
住

む
移
住
希
望
者
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
で
よ
り
具
体
的
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
掲
載
物
件
数
や
売
買
件

数
の
増
加
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
依
然
と
し
て
、
市
内
に
お

い
て
は
移
住
希
望
者
の
住
ま
い
探
し

が
大
変
難
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
営
住
宅
「
松
ヶ
丘
」
の
う
ち

５
部
屋
を
移
住
者
向
け
住
宅
と
し
て

活
用
す
る
た
め
、
国
に
対
し
用
途
変

更
の
申
請
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
今
年
２
月
１３
日
付
け
で
承
認
が

得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
４
月
１
日
か

ら
移
住
者
向
け
に
募
集
を
開
始
し
、

現
在
１
件
の
利
用
申
込
が
あ
り
ま
す
。

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案

主
な
市
政
報
告

　

６
月
定
例
市
議
会
が
６
月
６
日
に
招
集
さ
れ
、
１９
日
ま
で
の
１４
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
８
件
と
報
告
２
件
で
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

◇
奥
の
細
道
象
潟
全
国
俳
句
大
会

　

今
年
度
の
「
奥
の
細
道
象
潟
全
国

俳
句
大
会
」
は
、
８
月
５
日
、
道
の

駅
象
潟
「
ね
む
の
丘
」
を
会
場
に
開

催
し
ま
す
。
「
象
潟
」
が
松
尾
芭
蕉

の
奥
の
細
道
紀
行
の
目
的
地
の
一
つ

で
あ
っ
た
こ
と
を
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に

小
・
中
学
生
の
俳
句
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

◇
埋
蔵
文
化
財
の
調
査

　

本
年
４
月
よ
り
文
化
財
保
護
課
に

埋
蔵
文
化
財
班
を
新
た
に
設
置
し
、

平
沢
地
区
の
「
行
ヒ
森
遺
跡
」
に
つ

い
て
遺
跡
の
全
容
を
解
明
し
、
記
録

保
存
を
す
る
た
め
の
発
掘
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
遺
構
や
遺

物
の
検
出
作
業
を
行
っ
て
い
て
、
平

安
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
遺
物
が

多
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
発

掘
調
査
は
８
月
末
ま
で
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
象
潟
前
川
地
区
景
観
保
全

型
ほ
場
整
備
事
業
の
予
定
地
に
お
い

て
も
、
秋
頃
か
ら
埋
蔵
文
化
財
の
有

無
を
確
認
す
る
分
布
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
事
業
面
積
が
約
２
０
０
ｈａ
と

大
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
ほ
場
整
備

事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
年
次
計
画

を
立
て
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
教
育
行
政
報
告


